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 会 長 挨 拶 
本日のお客様は、ロータリー財団国際親善奨学生の有賀礼香さんです。有賀さんには

先般の地区大会と 50 周年記念式典にも出席していただいていますのですでにお顔なじ

みだと思いますが、のちほど白鳥Ｒ財団委員長より改めてご紹介をしていただきます。有

賀さんには卓話をしていただく予定です。 

今月はロータリー財団月間ということで有賀さんをお招きしているわけですが、ご承知の

とおり、ロータリー財団には教育的プログラム、人道的プログラム、ポリオプラスプログラムと

いう 3 つの柱があります。このうちの教育的プログラムにおける奨学生制度は民間の中で

は世界最大規模のものです。財団奨学制度が自国から他国に送り出すものであるのに対

して、日本独自の米山奨学制度は他国から日本に迎え入れるものです。 

 

先週の李さんの卓話でも紹介されていたように、母国に戻ってから各界において活躍さ

れている米山奨学生が学友会とか米山会を結成し、強力なネットワークづくりがされていま

す。彼らが日本と日本のロータリーに対し感謝の念を抱き続け、国際親善に大きく寄与さ

れていることはすばらしいことです。 

今期は 50 周年の記念事業の一環として、会員の皆様に米山と財団の両方あるいがい

ずれかに多額の寄付をしていただき本当にありがとうございました。この機会にロータリー

の奨学金制度の意義について一層のご理解をたまわりますようお願いいたします。 

 

 

 幹 事 報 告 
・ 次週例会前 12 時より理事会を開催します。よろしくお願いします。 

・ 12 月のロータリーレート 1＄90 円。 

・ 先日の会長・幹事会の席上で諏訪ローターアクトクラブ（ＲＡＣ）の話が出されました。Ｒ

ＡＣは現在 6 名で活動しており、会を維持するだけで精一杯と言うことです。是非、新

会員の紹介をお願いしたいとの事です。18-30 歳までの男女、年会費 3 万円、例会第

1.第 3 木曜 19：00 より食事、19：30 点鐘、会場ぬのはんです。よろしくお願いします。 



 

 

 委員会報告 
ＳＡＡ委員会  12 月より第一例会に国歌、Ｒソングの演奏を下諏訪の小口さんにお願い

しました。諏訪湖ＲＣ、茅野ＲＣでも活躍されておられます。 

50 周年実行委員長  お詫びを申し上げます。11 月末に記念誌発刊の予定でしたが、遅

れております。きちんとしたものにしたいと言うことで当初の予定より 100 頁ほど増える事に

なり努力はしておりますが 12 月 15 日まで延びることになりました。それに伴い会計も遅れ

ます。ご理解の程、よろしくお願いします。 

親睦委員会  今年の親睦家族忘年会は 12/8・6 時点鐘にて開催致します。50 周年の慰

労も兼ねて行いたいと思いますので、是非、ご家族お揃いでご参加いただきますようお願

いします。また、チャリティー協力金を今年度も集めさせて頂きますので、ご協力よろしくお

願いします。 

 

 

 

あまり広く知られてはいませんが、日本には多くの難民が庇護を求めて

国の政府からの保護を受けられない難民は、パスポートやビザを取得しにくい状況に

あ

のような現状を、私は難民支援協会という NPO 法人でのインターンを通じて知ることが

で

 

 

やってきています。2008 年は 1,599 人が新たに難民申請しました。しかし、

同年に難民として認定されたのはたったの 57 人でした。難民の定義は「人

種、宗教、国籍もしくは特定の社会集団の構成員であること、または、政治

的意見を理由に迫害を受けるおそれがあるため、国籍国の外にいる者で、

国籍国の保護を受けられないか、または、受けることを望まない者」（難民条約 1 条 A-2）

です。つまり、難民とは母国に帰されると迫害を受けるおそれのある人のことをいいます。

日本は難民条約に 1981 年に加入し、翌 82 年に制定した「出入国管理および難民認定

法」にもとづいて難民認定手続を実行しています。しかし難民申請者は認定を受けるまで

にさまざまな困難に直面します。 

  

卓 話 ｢日本における難民問題｣ ロータリー財団奨学生

有賀 礼香 様

母

るため、正規のパスポートやビザを持たずに日本へやってくることがあります。そのため、

不法入国者として収容されてしまうことがあるのです。また、ビザが切れてしまい超過滞在

を理由に収容されている難民も多くいます。自らの命を守るために日本へやってきたにも

かかわらず、彼らは犯罪者のような待遇を受けているのです。このような状況に鑑みて、

「二重の迫害」が行われていると危惧されています。不安定な法的地位に加え、彼らの生

活もまた、厳しい現状にあります。基本的に働くことはできず、十分な生活保護を受けるこ

ともできません。母国で負った心の傷に加え、言葉も通じない日本での生活での過度のス

トレスが重くのしかかります。さらに、難民認定手続は平均 2 年、長いときには 10 年近くに

もおよびます。 

  

こ

きました。インターンの業務としては主に難民申請のための書類の準備のサポートをし

ており、難民の方と接する機会も多くあります。時には彼らの不満をぶつけられることもあり

ますが、その分余計に彼らの置かれた立場を思い知らされます。私は、海外の大学院で



 

 

国際人権法を学ぶことにより、日本における難民問題の改善になんらかの方法で貢献した

いと考えております。日本は先進国ですが、経済面だけでなく、人々の人権の実現に関し

ても先進国であると言われるような国にしていきたいです。最後に、私の留学を可能にして

くれたロータリーのみなさんに改めて感謝の意を表明致します。 

 

 

 

 
 

井上保子・今井 

・林 

会員数４９名、出席者３９名、出席率７９.５９％、前々回訂正９５.９２％ 

  

 

紅・牛山幸一・太田博久・大橋正明・小口哲男・小口成人・小口泰史・尾

ニコニコボックス 

関秀雄・笠原祥一・笠原新太郎・北澤洋之介・小出 篤・小松正二・佐藤有司・白鳥修次・

高木昭好・武井利夫・塚田昌滋・中嶋孝一・林 裕彦・林 靖高・原 史郎・平沢清文・藤

森睦美・宮坂宥洪・宮坂宥澄・宮澤由己・矢崎宏明・矢島 實・山岡晴男・山岡正邦・山岸

邦太郎・山崎典夫・中村文明  ロータリー財団奨学生 有賀礼香さんを歓迎します。 

牛山幸一・大橋正明・小口成人・小口泰史・尾関秀雄・笠原祥一・濵 俊弘・林 裕彦

靖高・矢崎宏明・矢島 實  地区大会の写真ありがとうございました。 

山崎典夫  創業記念月です。 

 

 

 

 出 席 報 告 
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